
イチョウ回復プロジェクト 

 

２、3年 環境工学科環境科学コース 

 

１．プロジェクトの説明 

本校の正門入ってすぐに

2 本の大イチョウがありま

す。たくさんの生徒がこの

イチョウをくぐって高校生

活を送り、また、イチョウは

たくさんの生徒の高校生活

を見守ってきました。しかし、校庭側のイチョウは 8月こ

ろには紅葉、根元にコフキダケの子実体が見られるなど、

急激な衰えを見せています。 

 この樹勢を回復させるため、環境工学科環境科学コース

では「イチョウ回復プロジェクト」を進めています。 

 

２．イチョウの来歴調査 

２本のイチョウは本校第２期生の卒業時に記念樹として

植えられたと記録が残っています（山並11号（昭和47年）

より）。植栽当時の写真では、高さ２ｍ程度の門柱とイチョ

ウの高さは同程度のようです。このことから、植栽当時で

イチョウは１０年未満と考え、現在の樹齢は１１０年前後

だと思われます。（ちなみに、４本の門柱は北側に移設され、

現在も使用されています。） 

その後、校庭側の一本は踏圧による土壌の締固めや、水

環境の変化等、不良な環境のもと生育し、今となっては成

長量にも明らかな差が見られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．土壌断面調査 

 イチョウの成長差は非常に大きく、数年での環境変化で

の影響ではないことが考えられ、理由は植栽基盤に要因が

あると考えました。校庭側とトイレ側との環境差を明らか

にするために、垂直に深さ１ｍまで掘り、土壌の断面を観

察しました。 

 

 

 

 

 

 

 

校庭側では深さ 20～40 ㎝に小さな川石が締固められて

できた、昔の道路とも思えるような不透水層が見つかりま

した。不透水層はおおむね水平であり、人工的に作られた

層であるように考えられます。誰が何のためにいつ作った

ものか、過去１００年の来歴調査からもイチョウの周りに

何か建造物があった記録も残されておらず、詳細は不明で

す。 

 

紅葉の時期が異なる2本 

1919年撮影 

19３５年撮影 

19５４年撮影 

19６８年撮影 

19８２年撮影 

植栽当時の写真 

イチョウの成長差 

←土壌断面観察

（右 トイレ側、 

左 校庭側） 

とにかく石ころだらけ 土壌調査の様子 



 

 

 

校庭側のイチョウの根は、不透水層を避けるように不透

水層の下側に見られました。不透水層の下の土壌はシルト

質の土壌であり、慢性的な嫌気状態を呈しており、現状の

土壌環境では空気や水分の循環は難しく、植物の生育には

かなり不適だと思われます。 

 さらにイチョウからの距離を変えて掘削してみたところ、

校庭側の根が最も多いのはイチョウから５ｍあたりである

ことが分かりました。 

 

４．土壌の改良について 

 以上のことから校庭側のイチョウの保全のための方法と

して以下の処置を施しました。 

①不透水層の除去、土壌の入れ替え（早急な効果）。 

 

 最も根の多くあると思われる５ｍ部を中心に深さ４０ｃ

ｍまでの掘削し、不透水層の除去、パーライト、バーク堆

肥を混ぜた土壌で土壌の入れ替えを行いました 

②縦穴式割竹挿入法による土壌内の通気性の向上（将来的

な効果） 

竹を半割りにし、底以外の節を取り除き、土壌に挿入す

ることで、土壌内の空気、水分の循環を促します。将来的

に根が伸びるであろうイチョウより６ｍ部に施しました。 

通気性が向上することで、今後根が伸びるころには土壌

環境が改善されると考えます。 

 ③竹垣による囲い（踏圧防止） 

 引き続き、イチョウへの

踏圧の影響を防ぐため、竹

垣による囲いを行っていま

す。 

 

５．まとめ、今後の課題 

 土壌断面調査から深さ 20 ㎝部に不透水層が広がってお

り、土壌環境が劣悪なことが成長不良の大きな要因と判断、

処置しました。今回の土壌改良はあくまでイチョウの周り

の局所的なもので、樹高から推測される本来の根が張られ

ているべき部分への処置は未実施です。今後樹勢が回復し、

根が張られていく時にはまたその時の処置が必要となると

思われます。 

 また、トイレ側のイチョウにも気根が見られ、健全であ

るとは言えません。2 本のイチョウの間を通るアスファル

ト舗装への踏圧は校庭側以上のものが予想されるため、ア

スファルト舗装への対応も今後必要となるかもしれません。  

青く囲った部分が不透水層 

不透水層はほぼ水平に締め固め

られていた。人工的なもの？ 

カラーコーンで囲った部分に不

透水層が見られた。どこまで続

くのかも不明。 

堆肥とパーライトの混ぜ込み イチョウから５ｍを溝掘り 

６０ｃｍの竹の底以外の節を抜き、埋設 

トイレ側イチョウの気根 

（赤矢印部） 

何とか紅葉は遅れたか？ 

(R1.11.18撮影) 


